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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第124期

第２四半期
連結累計期間

第125期
第２四半期
累計期間

第124期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (百万円) 190 15 508

経常損失(△) (百万円) △421 △60 △509

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(百万円) △634 18 2,525

持分法を適用した場合の
投資利益

(百万円) － - -

資本金 (百万円) 2,121 2,121 2,121

発行済株式総数 (千株) 49,243 49,243 49,243

純資産額 (百万円) 1,036 4,172 4,153

総資産額 (百万円) 5,988 4,665 4,768

１株当たり四半期(当期)純利益金
額又は１株当たり四半期純損失金
額(△)

(円) △25.38 0.38 69.80

潜在株式調整後１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) － - -

１株当たり配当額 (円) － - -

自己資本比率 (％) 16.6 89.4 87.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △991 △52 －

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 4,743 11 －

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △668 △1 －

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 3,534 214 －
 

 

回次
第124期

第２四半期
連結会計期間

第125期
第２四半期
会計期間

会計期間
自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額(△)

(円) △11.91 0.51
 

(注) １．平成25年８月２日を効力発生日として連結子会社(ミソノピア株式会社)の株式を譲渡したこと及び平成25年

５月15日に連結子会社(みその事業株式会社)の清算決議を行い当該子会社が清算手続に入ったことから、第

125期第1四半期より四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　　なお、前連結会計年度まで連結財務諸表を作成しているため、主要な経営指標等の推移については、第124

期第２四半期累計期間は四半期連結財務諸表について、第125期第２四半期累計期間は四半期財務諸表につ

いて、第124期は財務諸表について記載しております。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。
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３．第124期第２四半期連結累計期間については、１株当たり四半期純損失が計上されており、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。また、第125期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額及び第124期の潜在株式調整後1株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

４．持分法を適用した場合の投資利益については、第124期第２四半期連結累計期間及び第124期は、連結財務諸

表を作成しているため、記載しておりません。第125期第２四半期累計期間については、関連会社がないた

め記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。また、当社

は当第２四半期累計期間より四半期財務諸表を作成しているため、前年同四半期との比較分析は行っておりませ

ん。

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間における我が国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動があったものの、政

府・日銀による各種政策を背景に、緩やかな景気回復傾向が続きました。しかしながら、消費税増税の影響や、電

気料金・ガソリン価格の値上がりなどを背景に、個人消費は節約志向が強まり、先行き不透明な状況で推移しまし

た。

レジャー業界においては旅行業界が徐々に回復が進んでいるのと比較すると興行業界は未だ回復が進んでおらず

依然厳しい環境が続いております。

そのような中、当社は平成26年７月・８月と中日劇場の各公演に対する販売協力を行いました。また、平成26年

10月に昨年と同様「錦秋名古屋顔見世公演」の上演を控え、営業活動のほかキャンペーン活動を行ってまいりまし

た。

当第２四半期累計期間の業績は、売上高１千５百万円となりました。利益面では、営業損失６千２百万円、経常

損失６千万円、四半期純利益１千８百万円となりました。

なお、当社の報告セグメントは単一セグメントでありますので、セグメント別の記載は省略しております。

 

(2)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物は、２億１千４百万円となりました。

〔営業活動によるキャッシュ・フロー〕

営業活動によるキャッシュ・フローは、５千２百万円の減少となりました。これは主に、前受金の増加額１億

４百万円の計上及び仕入債務の減少額９千万円の計上、法人税等の支払４千４百万円などによるものでありま

す。

〔投資活動によるキャッシュ・フロー〕

投資活動によるキャッシュ・フローは、１千１百万円の増加となりました。これは主に、関係会社の清算によ

る収入１千１百万円の計上によるものであります。

〔財務活動によるキャッシュ・フロー〕

財務活動によるキャッシュ・フローは、１百万円の減少となりました。これは主に、リース債務の返済による

支出１百万円によるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 90,000,000

計 90,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 49,243,000 49,243,000
名古屋証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は、1,000株であります。

計 49,243,000 49,243,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成26年９月30日 - 49,243,000 - 2,121 - 1,987
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(6) 【大株主の状況】

平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

株式会社大丸松坂屋百貨店 東京都江東区木場二丁目18―11 2,000 4.06

中部日本放送株式会社 名古屋市中区新栄一丁目２―８ 1,600 3.25

株式会社中日新聞社 名古屋市中区三の丸一丁目６－１ 1,300 2.64

株式会社三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７―１ 1,117 2.27

松竹株式会社 東京都中央区築地四丁目１―１ 1,086 2.21

名古屋鉄道株式会社 名古屋市中村区名駅一丁目２―４ 840 1.71

東海東京フィナンシャル・ホー
ルディングス株式会社

東京都中央区日本橋三丁目６－２ 805 1.63

岡崎信用金庫 愛知県岡崎市菅生町字元菅41番地 800 1.62

医療法人輝山会 長野県飯田市毛賀1707番地 800 1.62

大日産業株式会社 名古屋市西区枇杷島四丁目３－５ 800 1.62

トヨタ自動車株式会社 愛知県豊田市トヨタ町１番地 800 1.62

野村ホールディングス株式会社 東京都中央区日本橋一丁目９―１ 800 1.62

株式会社宮崎 愛知県清須市西須ヶ口93番地 800 1.62

計 ― 13,548 27.51
 

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 - - -

議決権制限株式(自己株式等) - - -

議決権制限株式(その他) - - -

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式  41,000
- -

完全議決権株式(その他)
普通株式     

49,123,000
49,123 -

単元未満株式 普通株式  79,000 - -

発行済株式総数 49,243,000 - -

総株主の議決権 - 49,123 -
 

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式243株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社御園座

名古屋市中区栄
一丁目６番14号

41,000 ─ 41,000 0.08

計 ― 41,000 ─ 41,000 0.08
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期累計期間は四半期財務諸表を作成していないため、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・

フロー計算書に係る比較情報は記載しておりません。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成26年７月１日から平成26年

９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、東陽監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、平成25年８月２日を効力発生日として連結子会社(ミソノピア株式会社)の株式を譲渡したこと及び平成26

年５月15日に連結子会社(みその事業株式会社)の清算決議を行い当該子会社が清算手続に入ったことから、当第２四

半期累計期間より四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          前事業年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,599,739 3,557,421

  売掛金 32,550 2,762

  貯蔵品 685 1,182

  未収入金 8,366 ※  1,002,553

  その他 50,456 49,364

  貸倒引当金 △2,942 △2,762

  流動資産合計 3,688,856 4,610,522

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 677 562

   土地 1,129 1,129

   リース資産 4,936 3,372

   有形固定資産合計 6,743 5,064

  無形固定資産 122 102

  投資その他の資産   

   投資有価証券 40,674 41,440

   関係会社株式 24,000 -

   長期未収入金 1,000,000 -

   その他 7,603 7,923

   投資その他の資産合計 1,072,278 49,363

  固定資産合計 1,079,145 54,531

 資産合計 4,768,002 4,665,053

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 96,529 5,637

  未払法人税等 57,385 6,070

  前受金 - 104,005

  その他 115,006 31,663

  流動負債合計 268,921 147,376

 固定負債   

  リース債務 2,081 1,264

  繰延税金負債 321,640 321,560

  退職給付引当金 21,843 22,062

  固定負債合計 345,565 344,887

 負債合計 614,486 492,263

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,121,437 2,121,437

  資本剰余金 1,987,121 1,987,121

  利益剰余金 71,285 89,957

  自己株式 △34,465 △34,708

  株主資本合計 4,145,379 4,163,808

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 8,135 8,980

  評価・換算差額等合計 8,135 8,980

 純資産合計 4,153,515 4,172,789

負債純資産合計 4,768,002 4,665,053
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

          (単位：千円)

          当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 15,656

売上原価 22,982

売上総損失（△） △7,325

販売費及び一般管理費 ※1  55,445

営業損失（△） △62,771

営業外収益  

 受取利息 239

 受取配当金 1,305

 還付加算金 426

 その他 431

 営業外収益合計 2,402

営業外費用  

 支払利息 115

 その他 223

 営業外費用合計 339

経常損失（△） △60,708

特別利益  

 関係会社清算益 ※2  79,687

 特別利益合計 79,687

税引前四半期純利益 18,979

法人税、住民税及び事業税 306

法人税等合計 306

四半期純利益 18,672
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

          (単位：千円)

          当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー  

 税金等調整前四半期純利益 18,979

 減価償却費 1,711

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △180

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 218

 受取利息及び受取配当金 △1,545

 支払利息 115

 関係会社清算益 △79,687

 売上債権の増減額（△は増加） 29,787

 たな卸資産の増減額（△は増加） △496

 未収入金の増減額（△は増加） 8,045

 仕入債務の増減額（△は減少） △90,891

 未払消費税等の増減額（△は減少） 28,419

 前受金の増減額（△は減少） 104,005

 その他 △27,334

 小計 △8,852

 利息及び配当金の受取額 1,545

 利息の支払額 △115

 法人税等の支払額 △44,580

 営業活動によるキャッシュ・フロー △52,003

投資活動によるキャッシュ・フロー  

 関係会社の清算による収入 11,990

 その他 △331

 投資活動によるキャッシュ・フロー 11,659

財務活動によるキャッシュ・フロー  

 リース債務の返済による支出 △1,730

 その他 △243

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,974

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △42,318

現金及び現金同等物の期首残高 256,864

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  214,546
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 
(追加情報)

該当事項はありません。

 
(四半期貸借対照表関係)

※　うち、1,000,000千円は、新劇場取得契約締結時に手付金として充当する見込みであります。

 
(四半期損益計算書関係)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の通りであります。

 
当第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

役員報酬 8,430 千円

給与手当 7,270 千円

退職給付費用 218 千円

支払手数料 20,412 千円
 

 

※２ 関係会社清算益

当第２四半期累計期間において発生しております関係会社清算益は、子会社であるみその事業株式会社の整

理に伴う出資や債権・債務の清算に係るものであります。

 
(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりで

あります。

 
当第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

現金及び預金 3,557,421 千円

預入期間が３ケ月を超える定期預金等 3,342,875 千円

現金及び現金同等物 214,546 千円
 

 

(株主資本等関係)

当第２四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当第２四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

当社は単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
当第２四半期累計期間

(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

   １株当たり四半期純利益金額 0円38銭

    (算定上の基礎)  

四半期純利益金額(千円) 18,672

普通株主に帰属しない金額(千円) -

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 18,672

普通株式の期中平均株式数(千株) 49,202
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年11月10日

株式会社御園座

取締役会  御中

 

東 陽 監 査 法 人
 

 

指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士   山   内   佳   紀   印

 

 

指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士   鎌   田   修   誠   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社御園座

の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第125期事業年度の第２四半期会計期間（平成26年７月１日から平成26

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社御園座の平成26年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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